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令和６年８月 

福島県教育庁義務教育課 

◎すべてのデータを、福島県教育庁義務教育課ＷＥＢサイトからＰＤＦでダウンロードいただけます。 

 

https：//www.pref.fukushima.lg.jp/sec/70056a 

 

または   福島県教育庁義務教育課    検索 

令和６年度 

授業改善グランドデザイン 
「学びの変革推進プラン」 

施策１の推進に向けて 

全国学力・学習状況調査の結果分析と学力向上の方略 

１ 全国学力・学習状況調査の結果の概要 Ｐ１ 

２ 質問調査の結果に見るふくしまの強みと課題 Ｐ３ 

３ 各教科の分析及び授業改善のためのポイント Ｐ５ 

４ 課題克服に向けた授業改善３つのポイント Ｐ９ 

６ 各調査の特色に応じて～「ふくしま学力調査」との整理～ Ｐ１３ 

５ ふくしまの強みを生かし、課題の克服を目指して！ Ｐ１１ 



 

 

実施日 令和６年４月１８日（木） 

実施校数 小学校 ３８２校 中学校 ２０９校 

調査学年 小学校 ６年生 中学校 ３年生 

調査教科 小学校 国語、算数 中学校 国語、数学 

   ※ 実施校数は、４月１８日に調査を実施した数である。 

   ※ 義務教育学校（前期課程・後期課程）及び特別支援学校（小学部、中学部）を含む。 

 

校 種 教 科 対象児童生徒数 福島県平均正答率 全国平均正答率 所 見 

小学校 
国 語 １２，５５７ ６６ ６７．７ 全国平均をやや下回っている 

算 数 １２，５５０ ６０ ６３．４ 全国平均を下回っている 

中学校 
国 語 １２，９０１ ５７ ５８．１ 全国平均をやや下回っている 

数 学 １２，８９９ ４８ ５２．５ 全国平均を下回っている 

   ※ 児童生徒数は、４月１８日に調査を実施した数である。 

   ※ 国の公表方針及び提供資料に基づき、県の数値については整数値による公表である。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

調査に関する概要 

校種・教科に関する調査結果の概要 

○ 県内の生活圏別（県北、県中、県南、会津、南会津、相双・いわきの６地域）平均正答率は、

次のとおりである。 

生活圏平均正答率の状況 

Ｐ１ 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○児童生徒質問調査、学校質問調査の概要 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

全国平均との比較及び福島県における経年推移から、福島県の児童生徒には次のような傾向が

見られる。 

○ 授業で学んだことを、次の学習や実生活に結びつけて考えたり、生かしたりすることができて

いると回答している児童生徒の割合が高く、全国平均を上回っている。 

○ 小学校算数の学習を「好き」「どちらかといえば好き」と回答している児童の割合は、全国平

均を上回っている。一方、中学校数学の学習を「好き」「どちらかといえば好き」と回答してい

る生徒の割合は、全国平均を下回っている。 

○ 自分にはよいところがあるかについて、「当てはまる」と回答している児童生徒の割合は、全

国平均を下回っている。しかし、経年推移においては増加傾向にある。 

○ 中学校の授業中に ICT 機器を「ほぼ毎日」または「週３日以上」使用していると回答してい

る生徒の割合は、全国平均並である。一方、小学校の授業中に ICT 機器を「ほぼ毎日」または

「週３日以上」使用していると回答している児童の割合は、全国平均を下回っている。 

 

○ 本年度の全国学力・学習状況調査における教科に関する調査結果は、小・中学校国語が全国平均を

やや下回っており、小学校算数及び中学校数学は、全国平均を下回る厳しい状況が続いている。 

 

○ 質問調査によると、国語や算数の勉強が好きであると回答した児童生徒の割合が高い傾向にある一

方、数学については全国と比較して低い傾向にある。各学校においては、児童生徒が興味・関心をも

てるよう、創意工夫を凝らしながら指導に当たっているものの、求められる資質・能力を十分に育成

できていないことが課題である。特に、数学の授業においては、問題を自立的、協働的に解決するこ

との楽しさや喜びを実感する場面を増やしていくことが必要不可欠である。 

 

○ 本調査結果を学習の成果を捉えるための評価で終わらせることなく、校内研修の充実、家庭での学

習習慣や生活習慣の確立に向けた働きかけなど、学校の教育活動を見つめ直すためのデータとして活

用していくことが重要である。 

質問の概要 児童生徒質問の番号 学校質問の番号 

（１）学習指導要領の趣旨を踏まえた教育活動の取組 

①主体的・対話的で深い学びの視点からの授業改善 〔２９～３７〕 〔２５～３５〕 

②個別最適な学び・協働的な学び 〔３２、３７〕 〔２８、３０、３１〕 

③カリキュラム・マネジメント  〔１２～１４、４０〕 

（２）ＩＣＴを活用した学習状況等 〔２７～２８〕 
〔小５３～６６〕 

〔中５７～７０〕 

（３）学習に対する興味・関心や授業の理解度（児童生徒） 

   教科の指導方法や授業について（学校） 

〔小４２～６３〕 

〔中４２～６５〕 

〔小４１～５２〕 

〔中４１～５６〕 

（４）児童生徒の挑戦心・自己有用感・幸福感等に関する状況 〔９～１９〕  

（５）学校外での過ごし方（勉強時間、テレビゲーム等の時間） 〔２０～２４〕  

 

児童生徒質問調査及び学校質問調査の結果 

調査結果の総括（公立） 

Ｐ２ 



 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

「主体的・対話的で深い学び」の意義や価値を実感しながら学習活動に取り組んでいます。 

分からないことがあっても、児童生徒が自分で学び方を考え、工夫することができています。 

児童生徒質問調査から、「授業で学んだことを、次の学習や実生活に結びつけて考えたり、生かしたりするこ

とができると思いますか」「学級の友達との間で話し合う活動を通じて、自分の考えを深めたり、新たな考え

方に気付いたりすることができていますか」について、小学校・中学校とも全国平均を上回っています。 

学習指導要領や「学びの変革推進プラン」に基づく学習指導を

行うことにより、児童生徒一人一人が、自分のよさや可能性を認

識するとともに、友達一人一人のよさを受け入れながら学び続け

ようとする意識が高まっていることが分かります。 

児童生徒質問調査から、「分からないことや詳しく知りたいことがあったときに、自分で学び方を考え、工

夫することはできていますか」について、小学校・中学校とも全国平均を上回っています。 

「学びの変革推進プラ

ン」に基づき、個別最適

な学びと協働的な学びの

充実を図っていること

で、児童生徒が多様な学

び方にふれる機会が増

え、試行錯誤しながら学

びを進めていることが分

かります。 

「できている」または

「どちらかといえば、

できている」と回答し

た割合

全国平均との差
（ポイント）

「できている」または

「どちらかといえば、

できている」と回答し

た割合

全国平均との差
（ポイント）

県平均（％） 83.3 79.7

全国平均（％） 80.7 78.6
+2.6 +1.1

分からないことや詳しく知りたいことがあったときに、自分で学び方
を考え、工夫することはできていますか

小学校 中学校

Ｐ３ 

「当てはまる」または

「どちらかといえば、

当てはまる」と回答し

た割合

全国平均との差
（ポイント）

「当てはまる」または

「どちらかといえば、

当てはまる」と回答し

た割合

全国平均との差
（ポイント）

県平均（％） 88.5 88.4

全国平均（％） 86.3 86.1

小学校 中学校

学級の友達との間で話し合う活動を通じて、自分の考えを深めたり、
新たな考え方に気付いたりすることができていますか

+2.3+2.2

「当てはまる」または

「どちらかといえば、

当てはまる」と回答し

た割合

全国平均との差
（ポイント）

「当てはまる」または

「どちらかといえば、

当てはまる」と回答し

た割合

全国平均との差
（ポイント）

県平均（％） 87.3 82.5

全国平均（％） 83.7 79.0

授業で学んだことを、次の学習や実生活に結びつけて考えたり、生か
したりすることができると思いますか

小学校 中学校

+3.6 +3.5

児 童 生 徒 
質 問 調 査 
小〔３５〕 
中〔３５〕 

児 童 生 徒 
質 問 調 査 
小〔３３〕 
中〔３３〕 

児 童 生 徒 
質 問 調 査 
小 〔 ２ ０ 〕 
中 〔 ２ ０ 〕 

まとめや適用問題を通して、児童生徒に分かる、できるを実感させることが重要です。 

「当てはまる」または

「どちらかといえば、

当てはまる」と回答し

た割合

全国平均との差
（ポイント）

「当てはまる」または

「どちらかといえば、

当てはまる」と回答し

た割合

全国平均との差
（ポイント）

県平均（％） 81.3 73.0

全国平均（％） 82.1 75.7

算数（数学）の授業の内容はよく分かりますか

小学校 中学校

-0.8 -2.7

「当てはまる」または

「どちらかといえば、

当てはまる」と回答し

た割合

全国平均との差
（ポイント）

「当てはまる」または

「どちらかといえば、

当てはまる」と回答し

た割合

全国平均との差
（ポイント）

県平均（％） 81.4 60.8

全国平均（％） 77.9 57.2

算数（数学）の授業で学習したことを、普段の生活の中で活用できな
いか考えますか

小学校 中学校

+3.5 +3.6

児 童 生 徒 
質 問 調 査 
小〔５２〕 
中〔５２〕 

児 童 生 徒 
質 問 調 査 
小〔５４〕 
中〔５４〕 

「算数（数学）の授業の内容はよく分かりますか」については全国平均を下回っていますが、「学習したことを

普段の生活の中で活用できないか考えますか」については全国平均を上回っています。多くの児童生徒たちが算

数・数学のよさを実感しているものの、分かる、できる実感は伴っていないと考えられます。児童生徒に、学習内

容をまとめて何が分かったのか、学習内容を活用して問題を解き何ができるようになったのかを実感させることが

重要です。授業の中でまとめや適用問題の時間を確保し、学習内容の確実な理解と定着を図っていきましょう。 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

ICT機器を効果的に活用するなどして、協働的な学びを充実させていくことが重要です。 

学校質問調査から、「教職員と児童生徒がやりとりする場面では、ICT 機器をどの程度使用させていますか」「児童

生徒同士がやりとりする場面では、ICT機器をどの程度使用させていますか」について、小学校・中学校とも全国

平均を下回っています。 

協働的な学びや探究的な学びの質的向上、指導計画と評価計画の明確化が重要です。 

学校質問調査から、「授業において、児童生徒自ら課題を設定し、解決に向けて話し合い、まとめ、表現するなど

の学習活動を取り入れましたか」「評価規準や評価方法の明確化・共有化や、校内組織の活用等、組織的かつ計画

的な取組をしましたか」について、小学校・中学校とも全国平均を下回っています。 

「『指導と評価の一体化』のための 

学習評価に関する参考資料」を参照し 

ながら、単元全体を見通した指導計画 

と評価計画を明確にして、指導と評価 

の一体化を図っていきましょう。 

授業においてICT機器を活用している割合は年々増加しています。児童生徒同士の学び合いや練り

上げの場面等でICT機器を効果的に活用して、児童生徒の多様な考えを交流させながら、協働的な学

びの充実を図っていきましょう。 

強み（よさ）にあるように、児童生徒は「主体的・

対話的で深い学び」の意義や価値を実感しています。

教師が教え込む一方通行の画一的な授業から脱却し、

協働的な学びや探究的な学びの質的向上を図っていき

ましょう。 

「よく行った」または

「どちらかといえば、

行った」と回答した割

合

全国平均との差
（ポイント）

「よく行った」または

「どちらかといえば、

行った」と回答した割

合

全国平均との差
（ポイント）

県平均（％） 84.0 82.3

全国平均（％） 89.3 85.1
-5.3 -2.8

調査対象学年の児童（生徒）に対して、前年度までに、授業において、児童（生徒）自ら
学級やグループで課題を設定し、その解決に向けて話し合い、まとめ、表現するなどの学
習活動を取り入れましたか

小学校 中学校
「よく行った」または

「どちらかといえば、

行った」と回答した割

合

全国平均との差
（ポイント）

「よく行った」または

「どちらかといえば、

行った」と回答した割

合

全国平均との差
（ポイント）

県平均（％） 84.5 85.2

全国平均（％） 87.1 91.2
-2.6 -6.0

調査対象学年の児童（生徒）に対して、前年度までに、創意工夫の中で学習評価の妥当性
や信頼性が高められるよう、評価規準や評価方法の教員間での明確化・共有化や、学年会
や教科等部会等の校内組織の活用等、組織的かつ計画的な取組をしましたか

小学校 中学校

「ほぼ毎日」または

「週３回以上」と回答

した割合

全国平均との差
（ポイント）

「ほぼ毎日」または

「週３回以上」と回答

した割合

全国平均との差
（ポイント）

県平均（％） 44.9 48.8

全国平均（％） 59.7 57.4

教職員と調査対象学年の児童（生徒）がやりとりする場面では、児童（生徒）一人一人に
配備されたPC・タブレットなどのICT機器をどの程度使用させていますか

小学校 中学校

-14.8 -8.6

「ほぼ毎日」または

「週３回以上」と回答

した割合

全国平均との差
（ポイント）

「ほぼ毎日」または

「週３回以上」と回答

した割合

全国平均との差
（ポイント）

県平均（％） 35.7 36.4

全国平均（％） 45.0 41.1
-9.3 -4.7

調査対象学年の児童（生徒）同士がやりとりする場面では、児童（生徒）一人一人に配備
されたPC・タブレットなどのICT機器をどの程度使用させていますか

小学校 中学校

Ｐ４ 

学校質問調査 

小〔４０〕 
中〔４０〕 

学校質問調査 

小〔３３〕 
中〔３３〕 

学校質問調査 

小〔５９〕 
中〔６３〕 

学校質問調査 

小〔６０〕 
中〔６４〕 

児童生徒が自分で学ぶ内容や学び方を決めることができるよう、適切に支援しています。 

学校質問調査から、教師が児童生徒一人一人の実態を踏まえ、個々に合った具体的な

学習方法などを挙げながら支援したり、授業づくりに生かしたりしていることが分かり

ます。 

「よく行った」
と回答した割合

全国平均との差
（ポイント）

「よく行った」
と回答した割合

全国平均との差
（ポイント）

県平均（％） 52.8 42.6

全国平均（％） 47.2 32.9

調査対象学年の児童（生徒）に対して、前年度までに、家庭学習の取組とし
て、学校では、家庭での学習方法等を具体例を挙げながら教えましたか

小学校 中学校

+5.6 +9.7

学校質問調査 

小〔７１〕 
中〔７５〕 

「よく行った」ま

たは「どちらかと
いえば、行った」

と回答した割合

全国平均との差
（ポイント）

「よく行った」ま

たは「どちらかと
いえば、行った」

と回答した割合

全国平均との差
（ポイント）

県平均（％） 91.9 88.5

全国平均（％） 87.8 82.8
+4.1 +5.7

調査対象学年の児童（生徒）に対して、前年度までに、学校では、児童が行っ
た家庭学習の課題について、その後の教員の指導改善や児童の学習改善に生か
しましたか

小学校 中学校
学校質問調査 

小〔７３〕 
中〔７７〕 



 

  

 

 

小学校国語 

※ レーダーチャートでは、全国の平均正答
率を１００とした場合の本県の平均正答率
の割合を示している。 

１一  「目的や意図に応じて、日常生活の中から話題を
決め、伝え合う内容を検討する」 

１二(2)「資料を活用するなどして、自分の考えが伝わる
ように表現を工夫する」 

１三   「目的や意図に応じて、集めた材料を分類したり
関係付けたりして、伝え合う内容を検討する」 

３二(1)「登場人物の相互関係や心情などについて、描写
を基に捉える」 

 福島県で取り組むべき課題と指導の重点 

 領域・観点・問題形式別の状況  課題が見られた設問 
（%） 

① 課題の見られた設問 

〔国語□1  学校の取り組みをオンラインで紹介し合う〕 

設問一 「目的や意図に応じて、日常生活の中から話題

を決め、伝え合う内容を検討する」 

② 誤答分析から 

メモの内容を「取り組みのよい点」と誤って捉えた児

童は 21.6％でした。このことから、メモの中の限られた

情報のみで解答を導こうとし、メモに書かれた他の情報

やメールにある聞き手からの求めについての情報を整

理したり、関係付けて考えたりすることができなかった

ための誤答と考えられます。 

 ③ 指導の重点 

伝え合う内容を検討する際、

目的や方向性、聞き手の求めて

いることなどを整理し、それを

踏まえて内容を検討する場面

を設定します。その際、伝える

情報を整理したり、優先順位を

付けたりする過程を充実させ

ることが大切です。 

 

複数の情報の中から、必要と
なる情報を取り出し、関係付け
る力の育成が求められます。 

Ｐ５ 

〈授業改善のポイント〉 

○ 話合いの前に、目的や方向性などを共有するための「打合せ」の時間を設定することがポイントです。

「打合せ」をすることで「これだけは伝えたいこと」などを整理し、話す内容を検討することができます。 

○ 児童が様々なアイディアを出し合い、話す内容を検討できるようにすることも大切です。また、伝え合

う場面を想定して、即興的に分かりやすく伝えられるよう、資料を用意することも考えられます。 



(%) 

①  課題の見られた設問 

  設問４（1）「除数が小数である場合の除法の計算をすることができ 

るかどうか」の誤答分析をすると、以下の点に課題があります。 

② 誤答分析から 

誤答である「90」と解答した児童の割合は 23.2％でした。除数の 

0.6のみ 10倍して整数にし、540÷6を計算していると考えられます。 

また、同様に誤答である「9」と解答した児童の割合は 5.6％でした。 

わり算の性質を正しく活用できず計算したり、除数が 1より小さいと 

きの商の大きさについて振り返ったりしていなかったことが要因として推測されます。 

③ 指導の重点 

除数が小数である場合の除法の計算について、整数の場合の計算の意味や計算の仕方を活用して、計 

算ができるようにすることが重要です。例えば、540÷0.6 の商が 5400÷6の商である 900と等しいこと 

に気づかせ、その意味の理解を基に計算する学習場面を設定します。 

また、除法では除数が 1より大きい場合は商が 

被除数より小さくなり、除数が 1より小さい場合 

は商が被除数より大きくなることから、540÷0.6 

の商が 540より大きいと捉えることができるよう 

にすることも大切です。 

  

  

 

 

※ レーダーチャートでは、全国の平均正答
率を１００とした場合の本県の平均正答率
の割合を示している。 

１（1）「問題場面の数量の関係を捉え、式に表す」 
４（1）「除数が小数である場合の除法の計算をする」 
４（3）「道のりが等しい場合の速さについて、時間を基に判断 

し、その理由を言葉や数を用いて記述できる」 
４（4）「速さの意味について理解している」 

小学校算数 

 福島県で取り組むべき課題と指導の重点 

 領域・観点・問題形式別の状況  課題が見られた設問 

Ｐ６ 

数直線などを用いる 
などして、理由を説 
明できるようにしま 
しょう。 
※右図は 4÷0.8 の場合 
 

〈授業改善のポイント〉 

○ 計算に関して成り立つ性質を活用して、計算を能率的に処理できる場合があることに気付かせ、計算を 

工夫できるようにすることが重要です。さらに、答えの求め方について、筋道を立てて説明できるように 

することも授業改善のポイントとなります。 

○ 計算した結果が、問題の答えとして適切かどうかを振り返る場面を設定し、計算の仕方が正しいかどう 

かを批判的に考察する機会を積み重ねていくことが重要です。 



  

  

 

 

※ レーダーチャートでは、全国の平均正答
率を１００とした場合の本県の平均正答率
の割合を示している。 

１四「話合いの話題や展開を捉えながら、他者の発言と
結び付けて自分の考えをまとめる」 

２一「文章と図とを結び付け、その関係を踏まえて内容
を解釈する」 

２四「目的に応じて必要な情報に着目して要約する」 
３四「表現の効果を考えて描写するなど、自分の考えが

伝わる文章になるように工夫する」 

〈授業改善のポイント〉 

〇 授業では、他者の発言や図表などから情報を取り出し、考え、表現する学習活動を意図的に設定しまし
ょう。生徒の表現が、情報を十分に生かしていない場合は、「○○さんの意見のどの部分と関係している
かな」「図表のどの部分から考えたのかな」と問い返し、情報との結び付きを意識させることがポイント
です。 

〇 目的に応じて必要な情報に着目して要約する必要性を感じられるようにすることがポイントです。特
別活動や総合的な学習の時間など、他教科等の学習で生徒が要約した文章を取り上げ、相手や目的を踏
まえた上で複数の文章を読み比べ、内容を検討することも考えられます。 

 

① 課題の見られた設問 

〔国語□2  説明的な文章を読む（「葉の形」）〕 

設問四「目的に応じて必要な情報に着目して要約する」 

② 誤答分析から 

  選んだ「着目する内容」について、必要な情報を適切に取り上げて書くことができ

ていない生徒が 35.7％、その他の誤答が 14.0％、無回答が 9.1％でした。選んだ「着

目する内容」と自分が書いた要約とを照らし合わせて、必要な情報を十分に取り上げ

ているかを確認することなどができていないものと考えられます。また、その他の誤

答から、本文の内容を正確に捉えて要約することにも課題があると考えられます。   

③ 指導の重点 

  要約する際には、相手や目的を明確にすることが大切です。例えば、「動画視聴や

ゲームをして過ごすことが多い中学生（相手）に対し、休日の時間の過ごし方を見直

すきっかけにしてもらう（目的）ために、休日の過ごし方について書かれた新聞記事

（情報）を要約する」というように学習活動をより具体的にしましょう。このことに

より、生徒は情報を適切に取り出しているか、文章の内容と要約にずれがないかを主

体的に考えるようになり、授業者もポイントを押さえた支援をすることができます。 

当該学年は、小学校第６学年時の令和３年度全国学力・学習状況調査
においても、要約が課題となっていました。このことから、小学校も含
め、学年間の系統性を意識した指導の重要性が明らかになっています。 

１一 １二 １三 １四 ２一 ２二 ２三 ２四 ３一 ３二 ３三 ３四 ４一 ４二 ４三

福島 64.2 65.2 43.3 43.1 36.3 73.4 64.8 41.2 81.6 51.6 67.6 47.6 56.0 47.2 76.1

全国 63.2 68.5 44.0 44.7 36.3 75.2 64.5 42.6 81.4 53.8 68.8 49.3 54.9 48.3 75.6

0

10

20

30

40

50

60

70

80

90

100
(%) 

 福島県で取り組むべき課題と指導の重点 

 領域・観点・問題形式別の状況  課題が見られた設問 

中学校国語 

Ｐ７ 



  

  

 

 

① 課題の見られた設問 

  設問５「簡単な場合について、確率を求めることが 

できるかどうかをみる」問題の誤答分析をすると、以 

下の点に課題があることが見えてきます。 

② 誤答分析から 

正答の「４分の１」と解答した生徒は 66.4％であるのに対し、「２分の１」と解答した生徒は 11.3％、

「３分の１」と解答した生徒は 9.3％でした。起こりうる全ての場合を数え上げることができていないと

考えられます。 

③ 指導の重点 

表と裏の出方の全ての場合は（表、表）、 

（表、裏）、（裏、表）、（裏、裏）の４通 

りであり、どの場合が起こることも同様に確 

からしいと確認し、２枚とも裏が出る確率を 

「４分の１」と求められるようにすることが大切です。授業では表と裏の出方の全ての場合が「２

枚とも表」、「１枚が表で１枚が裏」、「２枚とも裏」の３通りであると考え、２枚とも裏が出る

確率を「３分の１」とする誤りを取り上げることが考えられます。 

※ レーダーチャートでは、全国の平均正答
率を１００とした場合の本県の平均正答率
の割合を示している。 

１  「連続する二つの偶数を、文字を用いた式で表す」 
２   「等式を目的に応じて変形する」 

５   「簡単な場合について、確率を求める」 
６(2)「目的に応じて式を変形したり、その意味を読み取ったりし

て、事柄が成り立つ理由を説明する」 
７(3)「複数の集団のデータの分布から、四分位範囲を比較する」 
９(1)「筋道を立てて考え、証明する」 

中学校数学 

 福島県で取り組むべき課題と指導の重点 

 領域・観点・問題形式別の状況  課題が見られた設問 

樹形図や二次元の表などを利用

して、起こり得る場合を落ちや重

なりがないように数え上げる活動

を取り入れることが大切です。 

Ｐ８ 

〈授業改善のポイント〉 

〇 樹形図や二次元の表などを利用するなど、視覚的に「見える化」を図ることで、起こり得る場合を落ちや

重なりがないようにしながら数え上げる活動を取り入れることが大切です。 

○ ２枚とも裏が出る確率が「３分の１」ではなく「４分の１」であることを実感を伴って理解できるように

するために、多数回の試行をすることで求めた確率と比較することも考えられます。 
 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

Ｐ９ 

「 じて き出す」学びへ 

すべての子どもが今日の授
業で「自分は何がわかり、何が
できるようになったのか」を実
感できる授業にします。 

 すべての子どもが課題解決
の見通しをもったり、解決方法
を選択したりして、自ら動き出
そうとする授業にします。 

 

すべての子どもが友だちの
話に耳を傾け、自分の考えを確
かにしたり、新たにしたり、磨
き上げたりする授業にします。 

 

 



 

 ～ 授業改善チェックリスト ～ 

 

 

 

□ すべての子どもに結果の見通しをもたせたり、解決の見通

しをもたせたりしている。 

□ すべての子どもの多様な見方や考え方を引き出すことがで

きる学習課題を設定している。 

□ 教材との出合わせ方を工夫し、「考えたい」「やってみたい」

という思いを引き出すようにしている。 

□ 友だちの考えを聞きたい、自分の考えを話したいと思う発

問を設定している。 

□ すべての子どもが、互いの考えを比較、検討、吟味すること

ができる時間を確保している。 

□ 子どもと子どもの発言をつないで、集団で学び合える授業

づくりをしている。 

□ 分からないことを「分からない」と言える安全・安心に学べ

る学級になっている。 

□ 教師が話しすぎることなく、子どもが話す機会を多く確保

している。 

□ 授業で何がわかり、どのようなことができるようになった

のか、自分の言葉で学んだことを振り返らせている。 

□ 学んだことを活用したり、次の学びにつなげようと考えた

りする場面を位置付けている。  

□ 個に応じた振り返りの視点を与え、自分の成長や変容に気

付くことができるようにしている。 

Ｐ１０ 

 □ 子どもの学びから自分の指導を振り返っている。 

 



 
 

【方略１】 課題の克服に向け、調査結果の分析に取り組む 
 

 全国学力・学習状況調査の結果資料として、「報告書・調査結果資料」「授業アイディア例一覧」が公開

されました。調査問題には、小学校においては第５学年まで、中学校においては第２学年までに、十分に

身に付け、活用できるようにしておくべきと考えられる内容が出題されていますので、調査の対象学年だ

けではなく、全学年を通じた学習指導の改善・充実を図るための参考とすることができます。学校全体で

組織的・継続的な取組を展開していきましょう。 

 学力の伸びを把握できる「ふくしま学力調査」の結果等と合わせて、各学校で詳細な分析をすることで、

児童生徒一人一人や自校の課題を明らかにし、エビデンスに基づく学力向上につなげていきましょう。 

 

  課題に応じた学習指導改善に向けた取組  

（例）課題を踏まえた授業改善の取組、校内研修の充実 

     家庭における学習習慣や生活習慣の確立に関する保護者への   

     働きかけ、補充学習の実施など 

  

 

 
【方略２】 課題の克服に向け、各種資料等の有効活用を図る 

 

 

 

「授業アイディア例」は、調査結果の課題分析と解決を図る事例を一体的に示してあります。自校の実

態を基に、児童生徒の学習状況の改善に向け、日々の授業や研修会などの場面で活用してみましょう。 

 

  

 

 

  

 

 

 「ふくしま活用力育成シート」は、児童生徒一人一人に「思考力、判断力、表現力等」を育成するとと

もに、先生方の授業づくりを支援する目的で作成されています。義務教育課のホームページ上には、平成

３０年度から令和５年度までに作成された問題等が掲載されており、「教科・領域」から選択して取り組む

ことが可能です。育成すべき資質・能力を明確にし、各教科の「見方・考え方」を働かせることができる

授業の実践につなげられるよう、計画的な活用をお勧めします。 

   

 

「授業アイディア例」を学習指導や児童生徒の学習状況の改善等に活用 

「ふくしま活用力育成シート」の活用による授業の質的改善 

令和６年度全国学力・学習状況調査調査問題・正答例・解説資料について

https://www.nier.go.jp/kaihatsu/zenkokugakuryoku.html  

 

【授業場面で】 

・ シートを言語活動の創意工夫に生かす。 

・ 「何を学習したか」を明確にするために終 

末場面で小問を活用する。 

   

 

【家庭学習で】 

・ 小問を宿題として配信する。 

・ 記述式の正答を確かめるプロセスを大切 

にし、自己マネジメント力を高める。 

   

 

 

Ｐ１１ 

https://www.nier.go.jp/kaihatsu/zenkokugakuryoku.html


【方略３】 様々な学習場面において、ＩＣＴの積極的な活用を図る
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

学習場面におけるＩＣＴの効果的な活用 

全国学力・学習状況調査の設問から 

具体的な端末活用場面を扱う設問はもちろんのこと、情報活用能力を問う設問が多く見られました。 

○ 小学校国語科より 

  互いの学校の取組をオンラインで紹介し合う場面におい

て、目的や意図、聞き手の求めていることに応じて集めた材

料を整理することが求められる問題です。聞き手の求めに応

じて、即興的に話し方を工夫することや、話し言葉と聞き言

葉との違いを踏まえた表現を工夫する力も求められます。言

語活動として、ＩＣＴを活用してメールやオンラインでの交

流活動等を設定することで、伝える必要感をもって目的や意

図を考え、自分の考えが伝わるように表現を工夫することが

できる学習活動を充実させることが大切です。 

○ 中学校数学科より 

  車型ロボットをプログラムによって走らせる実験から、得

られたデータの傾向を読み取り、批判的に考察し判断するこ

とが求められる問題です。センサーやプログラミングの活用

から実際に得られたデータを、表や箱ひげ図に整理して分析

する等、日常生活や社会の事象等を問題として取り上げた数

学的活動を充実させることも大切です。 

「ふくしまＧＩＧＡスクールリーフレット」の活用 

○ 県教育委員会では、令和５年度まで実

施した「ふくしま『未来の教室』授業充

実事業」と「次世代のためのメディアリ

テラシー育成事業」の研究校の取組内容

や有識者からのポイントを、ＩＣＴ活用

面と情報モラル面の２部構成にまとめま

した。特にＩＣＴの活用については、協

働的な学びの場面での有効活用や授業と

家庭学習をつなぐ役割を果たす活用例な

どを紹介しています。 
  詳細については、福島県教育庁義務教
育課ホームページからも御覧いただけま
す。ぜひ御活用ください。  

 
 
 
 
 
 
 
 

ふくしま 
ＧＩＧＡスクール 
リーフレット 

 

 

 

 

 

ＵＲＬ 

https://www.pref.fukus

hima.lg.jp/uploaded/att

achment/623312.pdf 

 

Ｐ１２ 

○ 各教科等の指導でＩＣＴを活用することは、児童生徒の学習への興味・関心を高め、分かりやすい授

業や「主体的・対話的で深い学び」の実現、さらには、個に応じた指導の充実に資するものです。ま

た、学習の基盤となる情報活用能力は、それぞれの教科等の役割を明確にしながら、教科等横断的な視

点で育んでいくことが大切です。そのため、ＩＣＴを活用した学習場面として、一斉授業における「教

師による教材の提示」のみならず、個別学習における「思考を深める学習」や協働学習における「学校

の壁を越えた学習」等、学習内容と関連付けて多様な活用方法を計画しましょう。 

 

 

 

 

 

https://www.pref.fukushima.lg.jp/uploaded/attachment/623312.pdf
https://www.pref.fukushima.lg.jp/uploaded/attachment/623312.pdf
https://www.pref.fukushima.lg.jp/uploaded/attachment/623312.pdf


 

 

 

 

 

「全国学力・学習状況調査」とは？ 

 義務教育の機会均等とその水準の維持向上の観点から、全国的な児童生徒の学力や学習状況を把握・分
析し、教育施策の成果と課題を検証し、その改善を図るとともに、学校における児童生徒への学習指導の
充実や学習状況の改善等に役立てる。さらに、そのような取組を通じて、教育に関する継続的な検証改善
サイクルを確立する。 

目的 

「ふくしま学力調査」とは？ 

目的 

特長 

○ 各学校においては、調査結果を踏まえ、各児童生徒の全般的な学習状況の改善等に努めるとともに、自
らの学習指導等の改善に向けて取り組むこと。 
 ⇒ 各教科の領域等における学習状況の把握が可能。その結果、授業改善に生かすことができる。 
⇒ 質問調査による分析が可能。その結果、学習との相関関係がある項目への支援をすることができる。 

 
毎年４月に実施される、文部科学省による全国調査です。 

 

 
一人一人の学力の伸びがわかる、県独自の調査です。 

 

 児童生徒一人一人の学力の伸びや学習等に対する意識、生活の状況等を把握する調査を実施し、教育及び
教育施策等の成果と課題を検証するとともに、その改善を図るための方策を構築し、一人一人の学力を確実
に伸ばす教育を推進する。 

特長 
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